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平成2年 1月1日

新
春

大
洲
市
長

桝
田

典

おおず

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
昨
年
は
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
明
け
、

政
治
倫
理
や
税
制
改
革
に
議
論
が
高
ま

り
、
国
外
に
わ
い
て
も
中
国
や
東
駄
の

新
し
い
動
き
な
ど
、
ま
さ
に
激
動
の
一

年
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。
私
に
と
り
ま
し
で
も
、
市
長
就

任
以
来
、
初
め
て
の
経
験
の
連
続
で
あ

り
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

皆
様
方
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
に
衷
心
よ
り
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ

ま
す
。さ

で
、
一
九
九

0
年
代
を
迎
え
、
第

二
次
世
界
大
戦
以
来
の
東
西
体
制
が
大

き
な
変
革
の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
な
ど
、

A
7
や
全
世
界
的
な
規
模
で
二
十
一
世
紀

へ
向
け
て
の
新
し
い
動
き
が
出
始
め
て

い
ま
す
。
国
内
に
お
き
ま
し
で
も
、
税

広報

の
~、、

、ー

あ

制
改
革
の
問
題
を
始
め
、
産
業
構
造
の

問
題
や
福
祉
問
題
な
ど
、
新
時
代
へ
向

け
て
の
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
と
し
ま
し
で
も
、
二
十
一
世

紀
を
目
指
し
て
、
道
路
網
の
整
備
や
公

園
整
備
、
ま
た
、
農
業
基
盤
整
備
や
教

育
関
係
施
設
の
整
備
充
実
な
ど
に
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
咋
年
は
、

四
国
縦
貫
自
動
車
道
・
伊
予
市

1
大
洲

市
聞
が
整
備
計
画
へ
、
四
国
横
断
自
動

車
道
・
宇
和
島
市

1
大
洲
市
聞
が
基
本

計
画
路
線
に
昇
格
し
、
高
速
交
通
化
も

よ
り
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
な
新
し
い
状
況
の
中
で
、

大
洲
市
の
持
つ
豊
か
な
自
然
と
歴
史
と

を
生
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
個
性
豊
か

な
ま
ち
、
つ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。

こ
れ
は
、
新
時
代
を
前
に
し
た
私
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
最
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
で
も
、

H

市
民
は

豊
か
に
、
行
政
は
ス
リ
ム
に
H

を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
民
と
共
に
あ
る
市
政
を
推

進
し
、
ご
の
課
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
。
天
駆
け
る
天
馬
の
ご

と
く
、
大
洲
市
が
大
き
く
飛
躍
す
る
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

、
与三

~ 

L 
大
洲
市
議
会
議
長

木
元

手大
輝

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
四
万
市
民
の
皆
様

に
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
市
政
推
進
の

た
め
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
わ

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ

ま
し
た
。

歴
史
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
変
革
の
時

を
振
り
返
る
と
、
私
た
ち
は
そ
の
つ
ど
、

そ
の
難
聞
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

今
、
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
、
新
し

い
社
会
構
造
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の

方
向
づ
け
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

一
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

日

。

国

民

年

金

か

ら

。

日
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
あ

引
な
た
が
た
が
、
こ
の
社
会
を
支
え
て
い

向
く
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

日
現
在
の
日
本
は
、
本
格
的
な
高
齢
化

時
社
会
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

市
で
、
私
た
ち
の
老
後
の
生
活
に
欠
か
せ

向
な
い
も
の
の
一
つ
に
、
国
民
年
金
制
度

却
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
内
に

そ
の
た
め
に
は
、
全
市
民
の
対
話
と
千
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
未

協
調
の
も
と
に
、
議
会
と
行
政
が
一
致
問
満
の
人
に
つ
い
て
、
一
部
の
人
を
除
い

協
力
し
、
国
政
、
県
政
と
の
一
一
層
の
良
町
て
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

好
か
つ
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
四
万
市
中
す
。
大
学
生
は
強
制
加
入
で
は
あ
り
ま

民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
が
最
重
要
時
せ
ん
が
、
希
望
す
れ
ば
任
意
加
入
で
き

だ

と

考

え

ま

す

。

内

ま

す

。

厳
し
い
環
境
下
に
あ
っ
て
、
国
際
化
、
日
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
役
所
に
届
を
出

情
報
化
、
高
齢
化
の
時
代
に
対
応
す
る
干
し
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

諸
施
策
を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
市
詳
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で

り
ま
せ
ん
。
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さ
ら
に
は
、
大
洲
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を
中
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と
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交
通
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の
整
備
充
実
を
始
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五
千
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E
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E

次
産
業
の
振
興
、
観
光
の
開
発
振
興
三
一
を

i-£

大
洲
市
の
発
展
の
た
め
、
市
民
各
位
の
一
一
百
万

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
と
一
一

i
h

し

上

げ

ま

す

。

市

一

ア

包

貰

膨

R
，

ま
た
、
市
議
会
議
員
の
虚
礼
廃
止
の
と
あ

J

司
J
V
L

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
年
頭
の
賀
状
は
一
一
値
肉
単
位

自
粛
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
一
一
価
九

'EU
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を
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自
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大
洲
市
と
喜
多
郡
(
内
子
、
五
十
崎
、

肱
川
、
河
辺
)
・
東
宇
和
郡
(
宇
和
、

野
村
、
城
川
)
の
八
市
町
村
で
構
成
す

る
H

肱
川
流
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

事
業
化
推
進
協
議
会
以
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
が
、
十
一
月
九
日
、
大
洲
喜
多
農
業

管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
農
山
村

地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
利

用
す
る
た
め
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め

に
開
設
し
て
い
る
も
の
で
す
。
初
心
者

コ
l
ス
と
職
域
サ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
の
一
一

コ
l
ス
が
あ
り
、
平
成
元
年
十
一
月
か

ら
三
年
間
に
渡
っ
て
開
講
さ
れ
ま
す
。

大
洲
市
・
喜
多
郡
の
参
加
市
町
村
に

つ
い
て
は
、
大
洲
喜
多
農
業
管
理
セ
ン

タ
ー
が
会
場
と
な
り
、
次
の
要
領
で
開

おおず

ー農山村地域の情報ネットワーク

づくりに向けて-

平成2年 1月1日 広報

講
さ
れ
ま
す

0

・
初
心
者
コ
l
ス

・

…

対
象
者
農
業
従
事
者
で
パ
ソ
コ
ン
の
川

初

心

者

山

講
習
の
内
容
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
パ
山

ソ
コ
ン
利
用
技
術
の
習
得
な
ど

実

施

期

間

山

一
期
一
平
成
元
年
日
月
1
2
年
3
月
山

二
期
一
平
成
2
年
4
月
1
2
年
9
月
山

三
期
一
平
成
2
年
目
月
1

3
年
3
月
川

四
期
一
平
成
3
年
4
月
1

3
年
9
月
山

五
期
一
平
成
3
年
目
月
1
4
年
3
月
川

定

員

十

六

人

山

受
講
料
原
則
と
し
て
無
料
(
教
材
費
山

と
し
て
一
部
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
山

ま
す
)

av
サ
ー
ク
ル
コ
!
ス

A'

川

対
象
者
職
域
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
山

技
術
の
あ
る
者
の
グ
ル
ー
プ

講
習
の
内
容
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
を
川

向
上
し
、
業
務
や
生
活
に
活
用
川

実
施
期
間
グ
ル
ー
プ
の
計
画
に
よ
り
川

決

定

川

定
員
十
六
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
川

受
講
料
各
グ
ル
ー
プ
が
負
担
(
パ
ソ
川

コ
ン
使
用
は
無
料
)

※
な
わ
、
一
般
の
方
々
の
グ
ル
ー
プ
で
川

l
ノ

l
i
l
-
-
、

も
、
教
室
に
余
裕
が
み
れ
ば
参
加
可
能
川
院
ミ
↓
ゅ
J

J

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
山
手
ん
「

μか

う

「

ま

で

川

大

i
l
l
-
v
f
i

川
至

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

ー
公
共
下
水
道
工
事

l

現
在
、
大
洲
病
院
進
入
路
(
県
道
五
差
路
)
付
近
で
、

下
水
道
管
の
埋
設
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
の
進

行
に
伴
っ
て
、
通
行
制
限
な
ど
付
近
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
公
共
下
水
道

事
業
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
期
間
十
二
月
上
旬

1
平
成
二
年
三
月
下
旬

な
お
、
本
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
都
市
整

備
課
公
共
下
水
道
係
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
6
4
・
3
6
9

3 

大
洲
市
東
大
洲
一
九

O
番
地

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

(
農
業
管
理
セ
ン
タ
ー
内
)

宮

@
2
2
5
5

中町

※
図
中
の
斜
線
部
分
が
、

工
事
予
定
区
間
で
す
。

(
O
印
は
立
坑
の
位
置
) 期

間
中
の
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989年

昭
和
天
皇
の
崩
御
に
明
け
、
刀
平
成
u

と
い
う
新
時
代
の

幕
明
け
と
な
っ
た
昨
年
。
園
内
に
お
い
て
も
国
外
に
お
い

て
も
、
新
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
様
々
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
?
大
洲
市
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た

の
か
、
そ
の
一
年
閣
の
出
来
事
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。

春員鳥寺

.2.13 桝田市長初登庁

....9.1.福祉パス運行開始

おおず広報

月月2 月3 4月5月月6 丹7 
6 
日

昭
和
天
皇
崩
御

新

元

号

平

成

と

な

る

一
品
士
地
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
検
討
委

員
会
答
申

成
人
式

大
洲
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
(
第
十
代
大
洲
市
長
に
桝

田
輿
一
氏
が
当
選
)

祇
固
ま
つ
り

(
1
9
日
)

近
田
市
長
退
任
式

桝
田
市
長
初
登
庁
・
就
任
式

市
議
会
臨
時
会
(
第
2
1
1
回
)

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン

消
防
出
初
め
式

三
月
定
例
市
議
会
(
第
2
1
2
回

i
m
日
)

さ
く
ら
ま
つ
り

(
1
4
月
お
日
)

臥
龍
の
渡
し
運
行
開
始

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会

観
光
う
か
い
宣
伝
隊
出
発
式

新
就
職
者
激
励
大
会

う
か
い
聞
き

六
月
定
例
市
議
会
(
第
2
1
3
回

l
m
日
)

運
動
公
園
プ

l
ル
聞
き

市
内
一
斉
清
掃
(
郷
土
美
化
運
動
)

水
天
宮
花
火
大
会

第
一
回
L
o
v
e
肱
川
臥
龍
ま
つ
り

7 
日

13 
日

21 15 
日日

6 
日

日
日

日
日

目
日

5
日

8 
日

28 
日日

初
日

目
日

日
日

1
日

19 
日

1 
日

22 21 16 
日日日

4 



平成2年 1月1日

....10.30.カヌーツーリンク駅伝大会

冬

12 月 11 月

12 4 25 15 12 3 2 1 
日 日 日日日日日日

回十起大 大大大台蔵も
二工洲 iHl洲洲ま川み
月式市 市市市つみじ

22定 駅 合健りどま
日 f列 長 伝同康村りつ
)市 I兵 大追づ聞のり

言義 回I会悼式 く村少(
1ZL 王 環 り年 1
( 境 市 F柔 30
弟 セ 民 最古日
2 ン σ3 成)

1 タ 集 式
5 しミ

広 報 お お ず

....9.1.電算本格稼動

10 月

31 29 10 
日 日日

藤 会 全市
樹(国民
ま カ i亘
つ 30 ヌ動1之〉22弘
り 日!
記)ツ
パノ。ム、、

式
止包 ノ

グ、

房尺
イ云
大

5 

企 6.1 うかい開き

....9.6. 逆なげ橋完工式

審

議 4
是正 8.18 
a 
4島合
総国

土i 霊
式"了

を字
A、
::Ilて

研
修
A. 
:z;;-

秋

s 月
6 4 1 
日 日 日

逆 1 九福市
な 13月祉役
げ 日 定 ノf 所
橋) 例 ス 電
完 市運算
工 議行始
式 会開動

(始式
第
2 
1 
4 
国

24 
日

一一一、¥#ヲ当面E亀
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平成2年 1月1日おおず広報

の財政状況大洲市
平成元年4月1日~平成元年9月30日

112億8，140万円

32億2，309万円

予算額

執行額

一般会計予算執行状況

歳出
予算額 112億8，140万円

執行額 56億2，086万円

5億2，985万円

2億 5，410万円

2{.意3，500万円

6，002万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す

る
条
例
第
二
条
及
び
地
方
公
営
企
業
法

第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

一
克
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表
し

ま

す

。

一

昨

市民 税 固定資産税 たばこ消費税 軽自動車税 その他
dロ弘，

工頁

無費量 壁手 品
-電気税

目
-特別土地

言十保有税

金 額 8億437万円 6i意4，375万円 6，372万円 4，578万円 2，239万円 15億8，001万円

1世帯当たり 62，042円 49，653円 4，915円 3，531円 1，727円 121，868円

1人当たり 20，188円 16，156円 1，599円 1，149円 562円 39，654円

構成比 50.9% 40.8% 4.0% 2.9% 1.4% 100.0% 

- 6ー

14億809万円
5{.意6，426万円

30 

12億8，205万円

4億5，162万円

1O{.意9，590万円

3億 7，142万円

8{.意890万円

1億3，784万円

6f;意9，447万円

l億 9，475万円

2億5，154万円

H意4，640万円

3{.意6，426万円

1億4，699万円

20 10 。。10 

2億 7，249万円

9，325万円

7億7，832万円

1億2，270万円

5億 1，764万円

5億 1，764万円

14億9，149万円

3{.意1，573万円

20 

8億 100万円

0万円

30 40i意円



平成2年 1月 1日 広 報 お お ず

(公債費の状況] (一般会計性質問予算執行状況j
区分 借入金 イ牛数 現在品 l世帯当たり l人当たり

大蔵省 104 57億2，419万円 441，511円 143，661円

般 郵政省 44 21億8，071万円 168，199円 54，730円

lZL コミ そのf也 56 331意2，681万円 256，600円 83，494円
言十 小計 204 112億3，171万円 866，310円 281，885円

特
大蔵省 13 2i意5，312万円 19，523円 6，352円

耳リ 郵政省 34 5i意1，615万円 39，811円 12，954円

正3三』三 その他 4 4，330万円 3，340円 1，087円

計 ノj、 言十 51 8億1，257万円 62，674円 20，393円

i口〉、 計 255 120億4，428万円 928，984円 302，278円

百頭植の状，5f]
干重 別 面積など 金 害責

宅地 533，925m' 24億5，335万円

山 中本 2，824，853m' 5，283万円

田畑 105.805m' 385万円

雑種f也 12.234m' 271万円

建物 174，790ば 112億7，863万円

立 木 58，484m' 3億6，171万円

財攻調整基金 13億8，154万円

その他 1億69万円 (3.2%)

公債費

人件費
11億3，244万円

(35，1%) 

5{J意6，797万円
(17，6%) 

[事業会計の糊j
国民健康保険財政調整基金 2f.意4，673万円 八〉トご分 総収益 系企 費 用 当期純利益

土地開発基金 2f.意3，008万円

その他特定目的基金 3，332万円

出 〉貝タて 金 9，222万円

Z仁L1 言十 19億8，389万円

特別会計
国民健康保険

の状況 極
予算現額 25{，意5，998万円

収入浴額 8{，意、4，367万円

支出済額 8{，意5，098万円

差 ヲ| 正:0. 731万円

交通傷害保障 11土地取得造成

. " ¥会4三乙 f

789万円

801力円

733万円

68万円

857万円

288万円

0万円
288]j円

工業用水道 383万円 160万円 223万円

水 道 1億8，289万円 1i意2，063万円 6，226万円|

国民宿舎 5，434万円 4，997万円 437万円

病 院相，5旧円 7億2，269万円 l億1，241万国

国保診療所

間
3，538万円

1，006万円

1.388万円
L'，. 382万 円 ノ

住宅新築資金
等貸付事業

型車
1i意9，886万円

1，755万円

5，320万円
ム 3，565万円 j 

7 

老人保健

25D意9，1027j円

9億 7，771万円

10億 942万円

ム 3，171万円

簡易水道

手h
1億 3，653万円

2，234万円

2，101万円
133万円

公共下水道事業

2億 2，153万円

0万円

428万円

ム 428万円

農業集落排水
事 業

備
1億 575万円

07jP1 
776万円

ム 776万円



平成2年 1月1日

平
成
二
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し
込

み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
一
月
五
日
(
金

)
1

一
月
二
十
五
日
(
木
)

受
付
場
所
各
保
育
所
又
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所

保
育
所
入
所
の
条
件

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又
は

同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な
い
場

合
で
す
。

V
昼
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
l
ト
、
内
職
、
農
業
、
白
営
業
な
ど
)

V
産
前
、
産
後
二
一
ヵ
月
以
内
で
あ
る
場

おおず広報

入所募集保育所及び面接調査日程表
(面接日はいずれも平成 2年2月)

ム口V
疾
病
・
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が
あ

る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る
な

ど
の
場
合

申
込
方
法

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入
所
申

請
書
は
、
各
保
育
所
、
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
す
)
。

O
給
与
所
得
者
は
、
平
成
元
年
分
源
泉

徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

入所募集保育所 面 接 日 時

保育所名 定員 所 在 i生 電話番号 日曜 時 間

大洲保育所 90 大洲709-1 24-2919 14水 9:30-14:30 

喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 13火 8・30-12:00

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 19月 9:30-15:30 

新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 6火 9:30-15:30 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 5月 ヨ:30-11:30

粟津保育所 90 八多喜町甲1253 26-0220 2金 9:30-14:00 

二善保育所 53 春賀甲1182 26-0162 7水 百:30-12:00

南久米保育所 60 北只4ll 24-3754 8木 9:30-12:00 

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 7水 14:00-15:30 

大成保育所 35 森山甲708-2 27-0706 5 月 13:30-15・30

肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 8木 13:30-15:30 

肱北保育所 90 東大洲85-1 24-3188 15木 9:30-15:0。
徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 9金 9:30-15:30 

大淵乳児楳育所(福) 60 田口字白方甲2530-124-4418 13 火 13:30-15:30 

五郎保育園(福) 60 五郎甲45 23-4478 16 金 9:30-15:00 

O
パ
i
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る
人
一

は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

O
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ

u

農
業
従
事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
一
…

書

山

平

成

二

年

度

の

幼

稚

園

児

を

次

の

よ

O
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書
…
…
う
に
募
集
し
ま
す
。

。
昭
和
六
十
四
年
一
月
二
日
以
降
に
大
山

O
入
国
資
格
。

洲
市
へ
転
入
し
た
人
は
、
平
成
元
年
度
…
①
市
内
に
居
住
す
る
者

市
区
町
村
民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
一
②
満
五
歳
児
(
昭
和
五
十
九
年
四
月
二

と
の
区
別
が
つ
く
も
の
)
と
固
定
資
産
日
日

1
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

税
額
の
課
税
証
明
書
(
課
税
さ
れ
て
い
…
ま
れ
た
児
童
)
、
た
だ
し
、
久
米
・
平

な
い
人
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
)
山
野
の
両
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
満
四
歳

入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
ん
児
(
昭
和
六
十
年
四
月
二
日

1
昭
和
六

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い
ま
川
十
一
年
四
月
一
日
の
聞
に
生
ま
れ
た
児

す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希
望
す
…
童
)
も
入
園
で
き
ま
す
。

る
児
童
を
連
れ
て
、
入
所
希
望
保
育
所
一

O
入
国
手
続
。

に

来

で

く

だ

さ

い

。

川

入

園

願

書

を

一

月

二

十

日

か

ら

一

一

一

十

入

所

の

決

定

山

一

日

ま

で

の

聞

に

、

各

幼

稚

園

に

提

出

入
所
決
定
通
知
書
を
、
三
月
中
に
各
叫
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
へ
送
り
ま
す

0

・
…
※
な
お
、
入
園
願
書
の
請
求
な
ど
詳
し

保

育

料

品

:
i
J
f
5、
t
i
t
i
-
-
7
・

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額
を
一
ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の
大
洲
商
工
会
議
所
青
年
部
(
代
表
)

f
育

料

と

し

て

徴

収

し

ま

す

。

各

家

庭

~

樽

井

賢

の

所

得

税

、

市

民

税

、

固

定

資

産

税

の

…

(

敬

称

略

)

(

指

定

配

分

)

課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に
応
じ
て
保
山
金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
収
益
金
の
金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

育

料

は

違

っ

て

き

ま

す

。

~

一

部

)

大

洲

大

洲

ブ

ラ

ス

ア

ン

サ

ノ

戒

老

人

会

へ

)

上

須

戒

水

沼

文

雄

そ

の

他

山

ブ

ル

一

同

金

一

封

(

見

舞

返

し

を

柳

沢

地

区

社

※
両
親
が
共
に
家
庭
外
労
働
で
、
ほ
か
一
…
金
一
封
(
記
念
日
の
寄
付
金
)
大
洲
協
へ
)
藤
縄
井
上
要

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
は
、
牛
山

N
T
T
大

洲

営

業

所

金

一

封

(

と

須

戒

地

区

社

協

と

上

須

後
五
時
半
ま
で
保
育
し
ま
す
。
一
金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
パ
ザ
i
収

戒

老

人

会

へ

)

上

須

戒

武

内

弘

幸

※
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
福
…
益
金
)
大
洲

N
T
T
大
洲
営
業
所
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
山
テ
レ
ホ
ン
メ
イ
ト
レ
デ
ィ
ス
ク
ラ
ブ
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
ま
で
川
金
一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
1
一

一

西

山

根

大

禅

寺

花

園

会

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
収
益
金
)

幼
稚
園
児
の
募
集

ー
一
月
二
十
日

1
三
十
一
日
|

く
は
、
各
幼
稚
園
〈
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

o

v
大
洲
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

E
@
3
5
6
5
 

V
喜
多
幼
稚
園
(
定
員
百
六
十
人
)

告

(
ω
2
2
6
6

V
久
米
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮

(
ω
2
7
9
6

V
平
野
幼
稚
園
(
定
員
八
十
人
)

宮

(
ω
2
8
8
9

- 8ー



償
却
資
産
の
申
告
は
一
月
二
十
日
ま
で
に

。

税

務

課

。

の
取
得
に
つ
い
て
は
二
十
万
円
未
満
。

ま
た
、
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

O
鉱
業
権
、
特
許
権
、
官
業
権
、
商
業

権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

O
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど
で
す
。

-
申
告
の
方
法
.

対
象
と
な
る
資
産
を
、
平
成
二
年
一

月
一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
又
は

法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
て
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

0

.
提
出
期
限
.

一
月
二
十
日

詳
し
く
は
、
市
和

係
ま
で
お
問
い
合
せ

宮
⑫
2
1

一

農

業

委

員

会

で

は

、

毎

年

一

月

一

日

且

匝

A
E
現
在
に
よ
り
同
月
十
日
ま
で
に
農
業
委

L
L

目
貝
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
調
製
の
た
め
の

翠

ゆ

漫

申

請

書

の

と

り

ま

と

め

を

各

区

長

さ

ん

臨

時

諜

に

お

願

い

し

て

い

ま

す

。

調

円

寸

農

業

委

員

会

委

員

の

選

挙

権

を

有

す

h
J

・

る

人

は

、

申

請

書

に

必

要

事

項

を

記

入

り

日

ベ

・

「

-

し

、

押

印

の

う

え

期

限

ま

で

に

提

出

し

点

，

入

一

」

，

乙

で

く

だ

さ

い

誕
F
合川
a
刊

F
l
e
-
-七
選
挙
権
を
有
す
る
人
は
、
平
成
二
年

ド
グ
イ
せ

V，
金

/

一

月

瓦

現

在

、

次

の

三

つ

の

要

件

を

唱

定

/

め

す

べ

て

備

え

て

い

る

人

で

す

。

，
①
大
洲
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
。

②
年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
(
昭
和
四
十

おおず広報

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
一
月
二
十
日
ま

で
に
、
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い

0

.
償
却
資
産
と
は
.

土
地
わ
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
構
築
物
、

機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両
・
運
搬
具
、

工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)
が
法

人
税
法
又
は
所
得
税
法
の
所
得
計
算
上
、

損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

av申
告
の
必
要
の
な
い
も
の
.

0
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

O
取
得
価
額
が
十
万
円
未
満
の
も
の

(
た
だ
し
、
平
成
元
年
四
月
一
日
以
降

平成2年 1月1日

i請を

第
三
回
個
人
向
け
融
資

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
元
年
度

第
二
回
目
の
申
込
受
付
を
、
申
込
受
付

順
の
選
考
に
よ
り
、
次
の
要
領
で
実
施

し
ま
す
。

受
付
期
間
平
成
元
年
ロ
月
7
日

1
ロ

月
詑
日
ま
で
と
平
成
2
年
1
月
8
日
1

1
月
四
日
ま
で
の
間

受
付
場
所
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
底
」
と
表
示
し
た
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関

金
利
基
準
金
利
は
、
当
初
十
年
間
年

四
・
五
五
%
、
十
一
年
目
以
降
年
五
・
二

%
 そ

の
他
融
資
限
度
額
な
ど
は
、
住
宅

の
構
造
・
床
面
積
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
底

(
宮

0
8
7
8
@
0
5
1
1
)
又
は
、

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
」
ま
で

五
年
四
月
一

H
以
前
出
生
)
の
人
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

⑦
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
人
。

④
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居

の
親
族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
年
間

む
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認

め
た
人
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
農
業
委
員
会
へ

電
話
@
2
1
1
1
内
線
3
1
3

別
離
嘱
い
難
景
山

誌
緋
謀
定
基
一
以

「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
L

州

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
趣
旨

や
本
県
の
実
態
(
小
規
模
・
多
数
散
在
)

を
踏
ま
え
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
和
対
策
事
業
は
目
に
見

え
て
進
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、
教
育
面

が
事
業
面
に
比
べ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
従
っ
て
、
一
般
地
区
か
ら

は
、
「
な
ぜ
あ
の
地
域
だ
け
特
別
事
業

が
進
め
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
や
、

対
象
地
域
の
-
部
の
人
た
ち
か
ら
は

「
そ
っ
と
し
で
お
い
て
く
れ
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
、
差
別
解
消
を
最
終
目
的

と
す
る
は
ず
の
同
和
対
策
事
業
の
本
来

の
目
的
が
誤
解
さ
れ
、
ね
た
み
意
識
や

寝
た
子
を
起
こ
す
な
と
い
っ
た
意
識
を

生
じ
る
基
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
二
十
年
前
か
ら
各
施

設
の
建
設
に
、
地
域
か
ら
の
反
発
反
論

が
み
め
り
、
事
業
を
推
進
す
る
役
員
さ
ん

な
ど
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

同
和
教
育
を
推
進
し
差
別
を
解
消
し
て

い
く
た
め
に
は
、
施
設
が
大
切
な
拠
点

と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
重
要
性
が
十
分
認
識
さ
れ

て
い
な
い
結
果
に
外
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
事
業
(
実
態
的
差
別
解

消
)
に
並
行
し
て
教
育
(
心
理
的
差
別

解
消
)
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
だ
と
い

う
声
が
高
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
し
で
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
大
洲

市
同
和
教
育
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
同

No.133 

「
人
権
と
同
和
教
育
」

協
議
会
を
軸
に
同
和
教
育
の
展
開
が
凶

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ

指
導
者
養
成
の
段
階
で
し
か
な
く
、
各

小
中
学
校
の
同
和
教
育
推
進
育
成
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、
新
谷
小
中
学
校
を
指

定
し
研
究
を
深
め
る
程
度
の
推
進
状
況

で
し
た
。
こ
の
頃
の
同
和
教
育
は
レ
ー

ル
の
無
い
道
を
ひ
た
左
る
暗
中
模
索
の

時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
状
勢

の
中
で
昭
和
四
十
七
年
に
同
和
教
育
の

重
要
性
を
認
識
し
た
教
育
委
員
会
は
、

「
大
洲
市
同
和
教
育
基
本
方
針
L

を
策

定
し
、
一
層
の
進
展
を
図
っ
た
の
で
し

た。
次
い
で
昭
和
四
十
八
年
六
月
、
大
洲

市
に
お
け
る
「
部
落
の
歴
史
し
を
指
導

者
研
修
資
料
と
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
市
民
啓
発
の
た
め
に
、
同

年
「
同
和
教
育
だ
よ
り
し
も
発
行
。
当

初
は
「
学
校
で
の
同
和
教
育
」
を
主
体

に
(
般
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の

啓
発
文
を
掲
載
し
、
全
戸
配
布
の
「
届

け
る
同
和
教
育
」
を
開
始
し
た
の
で
す
。

な
お
、
昭
和
四
十
九
年
に
同
和
教
育

講
師
団
を
編
成
し
、
講
座
・
研
修
会
、

地
区
懇
な
ど
、
市
内
全
地
域
を
対
象
に
、

順
次
実
施
回
数
を
広
げ
「
地
域
ぐ
る
み

の
同
和
教
育
の
推
進
L

へ
と
一
層
効
果

あ
る
草
の
根
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
し
た
。

次
回
は
同
和
教
育
推
進
の
た
め
の
組

織
の
概
要
を
述
べ
ま
す
。
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平成2年 1月1日

つ
の
る
寒
さ
も
な
ん
の
そ
の

ー
大
洲
市
駅
伝
大
会
|

日目⑪回目奥

さ

ん

+
b
 

人
情
昧
に
あ
ふ
れ
た
土
地
柄
で
す
ね

No.l02 

問

渡

謹

裕
美
さ
ん
(
若
宮

-n歳〉

おおず

V
出
身
は
兵
庫
県
の
川
西
市
で
す
。

V
松
山
の
親
類
の
家
で
生
活
し
て
い
た

時
に
主
人
と
知
り
合
い
、
結
婚
。
昭
和

六
十
三
年
十
一
月
に
、
主
人
の
実
家
が

あ
る
ご
の
大
洲
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
o

V

H
し
ゃ
べ
り
口
調
も
暮
ら
し
の
リ
ズ

ム
も
、
全
て
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
所

だ
な
μ

と
い
う
の
が
第
一
印
象
。
今
、

三
年
余
り
生
活
し
て
み
て
思
う
ん
で

広報

十
一
月
二
十
五
日
、
第
二
十
九
回
大

洲
市
駅
伝
大
会
(
大
洲
市
・
大
洲
市
体

育
協
会
な
ど
が
主
催
)
が
開
催
さ
れ
、

二
十
八
チ

i
ム
、
二
百
九
十
四
人
の
選

手
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
五
部
門
に
分
れ
、
市
内
を

巡
る
コ

l
ス
に
挑
戦
。
午
後
一
時
半
、

市
役
所
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
中
学
生
、
高
校
一
部
・
二
部
は
三

十
三
・
九
キ
ロ
の
十
医
間
(
高
校
一
部

は
六
区
間
)
、
一
般
と
女
子
は
二
十
三
了

二
キ
ロ
の
八
区
聞
を
走
破
。
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
中
学
生
一
①
大
洲
北
中
A
1
時
間

日
分
却
秒
②
新
谷
中
A
1
時
間
日
分
目

秒
③
平
野
中
2
時
間
1
分
団
秒
④
肱
東

中
⑤
大
洲
北
中
B
⑥
大
洲
南
中
A
⑦
新

谷
中
B
③
大
洲
東
中
③
大
洲
南
中
B
⑬

蔵
川
中

一
高
校
生
一
部
}
①
帝
京
第
五
高

1
時

切ゆ伊ゆ伊のゆゆ
0
0
ψ

。炉。伊
0
0
0
ψ

の勿ゆ伊砂
ψ
o
m
d
h
o
m
o
ω
v
砂ゆゆ何唱。。印。
ψ
の伊の伊の伊的。。
ψ
の伊ゆ
ψ
の納ゆ伊砂何
V
O
ゆゆ伊ゆゆゆ
ωv

す
が
、
少
し
閉
鎖
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
ち
ら
の
花
火
大
会
は
、
毎
年
こ
の
両
市

半
面
、
温
か
い
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
土
が
共
同
で
開
催
す
る
ん
で
す
。

地
柄
な
ん
で
す
ね
o

V

私
の
好
き
な
言
葉
に
「
我
が
地
域
を

V
最
初
の
頃
、
い
も
た
き
と
い
う
催
は
心
か
ら
愛
し
、
誇
り
と
し
な
が
ら
地
域

市
外
か
ら
の
観
光
客
に
し
か
楽
し
む
こ
に
最
大
に
貢
献
し
て
い
こ
う
こ
う
決

と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
か
な
、
と
思
め
て
前
進
し
て
い
く
人
こ
そ
、
人
生
に

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
地
元
の
人
で
も
確
か
な

H

幸
福
山
の
歴
史
を
築
く
こ
と

気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
が
で
き
る
し
と
い
う
一
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

っ
て
大
喜
び
。
風
情
が
あ
っ
て
い
い
で
主
人
や
子
供
た
ち
(
佳
久
く
ん
H
H
四
歳

す

よ

ね

。

茂

樹

く

ん

リ

二

歳

、

直

仁

く

ん

H
H
五
ヵ

V
川
西
に
は
猪
名
川
と
い
う
川
が
み
つ
月
)
と
、
こ
う
い
う
気
持
を
大
切
に
、

で
、
川
を
は
さ
ん
で
池
田
市
と
い
う
所
心
の
交
い
合
う
生
活
を
送
っ
て
い
き
た

と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
団
分
日
秒
②
大
洲
高
陸
上
部
2
時
間

6
分
団
秒

一
高
校
生
二
部
}
①
大
洲
高
サ
ッ
カ

ー
部
A
2
時
間
2
分
6
秒
②
大
洲
高
サ

ッ
カ
ー
部
B
2
時
間
日
分
5
秒

一
一
般
}
①
徳
森
1
時
間
お
分
的
秒

②
大
洲
走
ろ
う
会
1
時
間
お
分
叩
秒
③

Y
O
S
O
ク
ラ
ブ

A
1
時
間
払
分
お
秒

④
朝
日
ク
ラ
ブ
⑤
四
国
電
力
⑥
Y
O
S

O
ク
ラ
ブ

Z

一
女
子
}
①
大
洲
北
中
A
1
時
間
詑

分間
ω
秒
②
蔵
川
中
1
時
間
部
分
幻
秒
③

肱
束
中
1
時
間
部
分
日
秒
④
大
洲
北
中

B
⑤
大
洲
高
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
⑥
大
洲

高
陸
上
部
⑦
大
洲
南
中
A
③
大
洲
南
中

B
 

新
刊
図
書
案
内

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
著
作
集

全

日

巻

恒

文

社

日
本
古
墳
大
辞
典
大
塚
初
重
・
他
編

明
治
と
い
う
国
家
司
馬
遼
太
郎
著

長
宗
我
部
元
親
の
す
べ
て
山
本
大
編

知

の

旗

手

田

原

総

一

朗

著

改

革

の

時

代

鶴

蒔

靖

夫

編

著

真
赤
な
国
の
直
赤
な
嘘
亀
川
正
東
著

最

新

中

国

情

報

辞

典

小

学

館

さ
わ
や
か
育
老
法
大
島
研
三
著

ガ

ン

回

廊

の

炎

柳

田

邦

男

著

記
念
日
の
ギ
フ
ト
ア
イ
デ
ィ
ア

ハ
ヤ
シ
イ
ズ
ミ
著

人

間

の

美

術

|

梅

原

猛

著

土

門

拳

の

古

寺

巡

礼

小

学

館

光

の

博

物

誌

夢

枕

摸

著

落
語
的
学
問
の
す
す
め
桂
文
珍
著

こ
と
ば
は
生
き
も
の
鶴
田
洋
子
著

山

頭

火

早

坂

暁

著

道
網
母
寧
子
の
恋
三
枝
和
子
著

土

方

歳

三

星

亮

一

一

編

真
説
太
閤
記
上
・
下
森
本
繁
著

ア
ニ
パ

l
サ
リ
l
-
ソ
ン
グ

永
倉
万
治
著

さ
ら
ば
星
座
初
佳
の
巻
黒
岩
重
五
口
著

浅
草
エ
ノ
ケ
ン
一
座
の
嵐長

坂
秀
佳
著

野

ば

ら

長

野

ま

ゆ

み

著

素
心
・
素
願
に
生
き
る

水
上
勉
・
広
中
平
祐
著

私
の
巴
里
物
語
朝
吹
登
美
子
著

図

書

館
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健康づくり市民の集い

総合体育館に市民約1.000人が集い、ドクトル

チエコさんの講演などで健康についての知識を

広めました。

おおず広報

.....11.12. 

青年の家まつり

v新居浜工業高校作のミ二SLも登場/

11.19. 

.11.19. 

舞野平
会岡野
を暑地
演戸~
じ神、、
ま楽る
しが占
た復 C

O 活と
後ま
初つ
ω り

知
盛
一
深
ま
設
に
つ
ど
う

平成2年1月1日

刊
悶
粟
津
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

4
可

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
熱
唱
ま
た
熱
唱

.11.14. 

....11.22. 明るい福祉のまちづくり

人と人とのつながりの輪の中から、心の

通いあう明るい福祉のまちづくりを推進し

ようと、 11月22日、第13回大洲市社会福

祉大会(平成元年度大洲市障害者福祉大

会)が市民会館で開催されました。

当日は、約 300人の関係者が参加。と地

域福祉活動を強化し、 「福祉のまちづく

り」を推進するとなど 6項目からなる大

会宣言を決議しました。

もみじに

固まれて・・....

十
一
月
十
四
日
、
も
み
じ
の
名
所
・
稲
荷
山
公
園
で
、
新

谷
商
工
会
(
井
野
正
明
会
長
)
主
催
の
観
葉
会
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
に
は
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
な
ど
の
関
係
者

ら
七
十
五
人
が
参
加
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
市
外
か
ら
も
み

じ
に
固
ま
れ
て
の
野
だ
て
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
主
婦
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
、
色
づ
き
始
め
た
も
み
じ
の
下
で
、
深
ま
り
ゆ
く

秋
の
風
情
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

11 

11月末までの

大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

f牛 主士 216 227 

負傷者 275 284 I 

死 者 5 3 
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訂
正
昨
年
の
広
報
十
二
月
号
に
お

け
る
表
紙

H

神
南
山
々
の
記
事
中
、
平

岡
陽
子
ち
ゃ
ん
は
、
平
田
陽
子
ち
ゃ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
の
上
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。

市 4期

5期

納期は 1月31日です

今月の納税
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税

国民健康保険税

民県

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
/

H

一
月
二
十
六
日
は

文
化
財
防
火
デ

l
H
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